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【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 1 / 1 6 1 7 2 4
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 5 0 0 2 8 4 ( P 2 0 2 2 - 5 0 0 2 8 4 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｇ ０ ２ Ｂ 6 / 2 5 5 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ ２ Ｂ 6 / 2 5 5 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 7 月 7 日 ( 2 0 2 2 . 7 . 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ １ 】
　 接 続 対 象 で あ る 第 １ 及 び 第 ２ の 光 フ ァ イ バ の 端 面 同 士 が 対 向 配 置 さ れ た 状 態 に お い て 、  
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 光 フ ァ イ バ の 各 端 面 を 含 む 画 像 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 画 像 に 基 づ い て 前 記 各 端 面 の 状 態 を 把 握 し 、 前 記 各 端 面 の 状 態 に 応 じ て 接 続 条 件 を  
設 定 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 接 続 条 件 は 、 放 電 開 始 前 に お け る 前 記 各 端 面 の 位 置 、 放  
電 開 始 前 に お け る 前 記 各 端 面 同 士 の 間 隔 、 予 備 放 電 時 間 、 本 放 電 時 間 、 前 記 各 端 面 同 士 が  
接 し た 後 の 押 し 込 み 量 、 及 び 、 前 記 各 端 面 同 士 を 押 し 込 ん だ 後 の 引 き 戻 し 量 の う ち 少 な く  
と も 一 つ を 含 む ス テ ッ プ と 、
　 前 記 接 続 条 件 を 設 定 す る ス テ ッ プ に よ り 設 定 さ れ た 前 記 接 続 条 件 に 従 っ て 、 一 対 の 電 極  
棒 間 の 放 電 に よ っ て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 光 フ ァ イ バ を 互 い に 融 着 接 続 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 含 む 、 光 フ ァ イ バ を 融 着 接 続 す る 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ ５ ） 各 端 面 Ｆ １ ａ ， Ｆ ２ ａ 同 士 が 接 し た 後 の 押 し 込 み 量
　 各 端 面 Ｆ １ ａ ， Ｆ ２ ａ 同 士 が 接 し た 後 の 押 し 込 み 量 と は 、 図 ６ に 示 さ れ た 状 態 か ら 光 フ  
ァ イ バ Ｆ １ ， Ｆ ２ を 相 対 的 に 移 動 さ せ て 端 面 Ｆ １ ａ ， Ｆ ２ ａ 同 士 を 当 接 さ せ て か ら 、 放 電  
中 に お い て 更 に 同 じ 向 き に 光 フ ァ イ バ Ｆ １ ， Ｆ ２ を 相 対 的 に 移 動 さ せ る 際 の 移 動 距 離 を い  
う 。 図 ９ に 示 す 欠 け Ａ が 端 面 Ｆ １ ａ 又 は Ｆ ２ ａ に 存 在 す る 場 合 、 欠 け Ａ を 起 点 と し て 融 着  
接 続 中 に 軸 ず れ が 進 行 す る 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 所 定 の 基 準 押 し 込 み 量 よ り も 押 し 込 み  
量 を 大 き く す る こ と に よ り 、 融 着 接 続 中 の 軸 ず れ の 進 行 を 抑 え て 、 接 続 損 失 を 低 減 す る こ  
と が で き る 。 基 準 押 し 込 み 量 と は 、 端 面 Ｆ １ ａ ， Ｆ ２ ａ に 異 常 が 無 い も の と し て 予 め 定 め  
ら れ た 、 押 し 込 み 量 の 最 適 値 で あ る 。 押 し 込 み 量 は 、 例 え ば 基 準 押 し 込 み 量 の １ ５ ０ ％ 以  
上 と さ れ る 。 こ の 場 合 、 条 件 設 定 部 １ ４ は 、 画 像 か ら 求 め ら れ る 欠 け Ａ の 深 さ に 基 づ い て  
、 所 定 の 計 算 式 に よ り 押 し 込 み 量 を 算 出 す る 。 図 １ １ に 示 す リ ッ プ Ｂ 、 及 び 図 １ ３ に 示 す  
端 面 Ｆ ２ ａ の 傾 斜 の い ず れ か が 存 在 す る 場 合 、 端 面 内 に お い て 間 隔 Ｄ に ば ら つ き が 存 在 す  
る 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 押 し 込 み 量 を 基 準 押 し 込 み 量 よ り も 大 き く す る こ と に よ り 、 間  
隔 Ｄ の 面 内 ば ら つ き の 影 響 を 抑 え 、 接 続 損 失 を 低 減 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 押 し 込  
み 量 は 例 え ば 基 準 押 し 込 み 量 の １ ２ ０ ％ 以 上 と さ れ る 。 こ の 場 合 、 条 件 設 定 部 １ ４ は 、 画  
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像 か ら 求 め ら れ る リ ッ プ Ｂ の 突 出 量 又 は 傾 斜 の 角 度 に 基 づ い て 、 所 定 の 計 算 式 に よ り 押 し  
込 み 量 を 算 出 す る 。 算 出 さ れ る 押 し 込 み 量 に は 、 押 し 込 み 量 が ゼ ロ で あ る 場 合 、 す な わ ち  
押 し 込 み を 行 わ な い 場 合 も 含 ま れ る 。
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